
協定未締結集落 
6集落 
15.8％ 

協定締結集落 
32集落 
84.2％ 

協定締結対象集落（38集落） 全対象農用地 
45,514アール 

平
成
１９
年
度
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業 

３２
集
落
に
6
4
8
9
万
6
千
円
を
交
付
 

取り組めなかった農用地 
3,359アール　7.4％ 

取り組んだ農用地 
42,155アール 
92.6％ 

　
中
山
間
地
域
は
、
国
土
の
中
上
流
域
に

位
置
し
、
水
源
の
保
全
、
洪
水
の
防
止
、

土
壌
の
浸
食
や
崩
壊
の
防
止
な
ど
、
多
面

的
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平

地
に
比
べ
て
生
産
条
件
の
不
利
性
か
ら
、

担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
の
増
加
な
ど
、

農
用
地
の
維
持
管
理
が
難
し
く
な
り
、
中

山
間
地
域
が
持
つ
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
適
切
な
農
業
生
産
活
動
が
継

続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
集
落
を
対
象
に
、
国
・
県
の
助
成

を
受
け
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
度
は
、
３２
の
集
落
と
協
定
を

締
結
し
、
総
額
で
6
4
8
9
万
6
千
円
を

交
付
し
ま
し
た
。 

　
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
集
落
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
一
度
協
定
締
結
へ
向
け
た

再
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 

農
林
政
策
課（
1

８８
‐
8
1
0
6
） 

小学生のそば刈り体験 

　交付金の50％以上が、集落
の活性化を目指し、水路・農道
などの維持管理、鳥獣害防止対
策、下草刈りなどの共同取り組
み活動に充てられています。 
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参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

世
界
世
界
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

世
界
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

勝
山
警
察
署
協
議
会

勝
山
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協
議
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議
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の
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公
売
の
お
知
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せ
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の
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動
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公
売
の
お
知
ら
せ 

税
務
課（
1

８８
‐
8
1
0
1
）
 

未
来
創
造
課（
1

８８
‐
1
1
1
5
）
 

教
育
総
務
課（
1

８８
‐
8
1
1
1
）
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子
ど
も
宇
宙
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
　

水
　
上
　
　
　
舜
し
ゅ
ん

さ
ん
（
１２
）
＝
野
向
町
北
野
津
又
＝

5
月
２３
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
3
日
間
、
北

海
道
苫
小
牧
市
で
『
子
ど
も
宇
宙
サ
ミ
ッ
ト

〜
美
し
い
星
・
地
球
を
め
ざ
し
て
〜
』
が
開

催
さ
れ
、
か
つ
や
ま
子
ど
も
の
村
中
学
校
１

年
生
の
水
上
舜
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球

環
境
を
テ
ー
マ
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
目
線
で
意
見
を
交
わ
し
、
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
提
言
文
を
取
り
ま

と
め
、
国
内
外
に
向
け
広
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

提
言
文
を
作
成
す
る
国
内
メ
ン
バ
ー
２０
人

の
１
人
に
選
ば
れ
た
水
上
さ
ん
は
、
昨
年
、

鹿
児
島
県
の
種
子
島
で
暮
ら
し
て
い
た
と
き

に
日
本
宇
宙
少
年
団
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
思
い
切
っ
て
応
募
し
た
そ
う
で
す
。

参
加
し
た
感
想
を
聞
く
と「
楽
し
か
っ
た
。」

と
、
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
海
外
5
か
国
か
ら
9
人

も
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交

流
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
名
刺
を
も
ら
い
、
い
ろ
ん
な
人

と
た
く
さ
ん
の
会
話
も
で
き
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
部
の

サ
ン
ゴ
で
白
化
現
象
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
南
極
の
氷
が
解
け
る
と
南
太
平
洋
に

あ
る
ツ
バ
ル
国
が
海
面
に
沈
ん
で
し
ま
う
こ

と
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。」
と
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
よ
く
勉
強
し

て
い
る
様
子
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
の
成
果
を
聞
く
と
、「
ま
ず
、

私
た
ち
の
回
り
で
誰
も
が
す
ぐ
に
で
き
る
こ

と
、
例
え
ば
ゴ
ミ
拾
い
。
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て

地
球
を
労い

た

わ
る
。
小
さ
な
こ
と
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
が
環
境
を
守
り
、
美
し

い
地
球
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。」
と
、
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
を
か
っ
こ
よ
く
踊
り
た
い
　

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
　
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
　
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

鹿
谷
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
ダ
ン
ス
教

室
の
メ
ン
バ
ー
が
結
成
し
た
、
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」。

平
成
１８
年
夏
に
始
ま
っ
た
同
教
室
に
は
、

現
在
、
高
校
生
5
人
を
は
じ
め
、
２８
歳
ま
で

の
市
内
外
の
女
性
１１
人
が
、
週
１
回
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
内
容
は
ダ
ン
ス
の
基
礎

と
振
り
付
け
が
中
心
。
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど

の
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
を
か
け
な
が
ら
、
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
前
後
左
右
に
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
ま
す
。
た
だ
、
常
に
全
身
で
リ
ズ
ム
を

と
っ
て
い
る
た
め
、
曲
が
終
わ
る
頃
に
は
、

額
に
汗
が
流
れ
、
息
が
上
が
る
ほ
ど
。

メ
ン
バ
ー
で
勝
山
高
校
の
矢
戸
咲
津
紀
さ

ん
（
芳
野
町
）
は
、「
以
前
か
ら
ダ
ン
ス
に

興
味
が
あ
っ
て
、
友
達
か
ら
聞
い
て
一
緒
に

練
習
を
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
7
か
月
で
す
が
、

け
っ
こ
う
大
変
で
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
難

し
い
で
す
。
で
も
、
で
き
な
か
っ
た
ス
テ
ッ

プ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
う
れ
し
く

て
、
だ
か
ら
頑
張
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
、
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
は
、
8
月
１４
日
に
勝
山
夏
ま
つ
り
で
行

わ
れ
る
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

に
向
け
て
、
一
丸
と
な
っ
て
練
習
を
積
ん
で

い
ま
す
。「
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
」
が

モ
ッ
ト
ー
の
こ
の
チ
ー
ム
で
は
、
練
習
中
も

メ
ン
バ
ー
全
員
の
笑
い
声
や
笑
顔
が
絶
え
ま

せ
ん
。

鹿
谷
公
民
館
で
は
、
ダ
ン
ス
教
室
の
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
て
、
練
習
は
毎
週
火
曜

日
ま
た
は
水
曜
日
の
午
後
7
時
３０
分
か
ら
。

午
後
6
時
３０
分
か
ら
は
キ
ッ
ズ
レ
ッ
ス
ン
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
鹿
谷

公
民
館
（
1

８９
‐
2
１
１
１
）
ま
で
。

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不
動

産
等
に
つ
い
て
、
3
回
目
の
公
売
を
実
施
し

ま
す
。

公
売
物
件
▼

土
　
　
地
　
宅
地
、
山
林
な
ど

（
3
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

建
　
　
物
　
五
重
塔
、
九
龍
殿
な
ど

償
却
資
産
　
九
龍
壁
、
日
本
庭
園
な
ど

見
積
価
額
▼
一
括
し
て
３１
億
円

公
売
保
証
金
▼
3
億
１
0
0
0
万
円

入
札
期
間
▼
6
月
１９
日
（
木
）
〜
３０
日
（
月
）

そ
の
他
▼
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

協
議
会
委
員
の
か
た
は
、
今
後
１
年
間
、

地
域
の
安
全
に
関
す
る
警
察
の
業
務
運
営
に

関
し
て
、
意
見
や
要
望
を
提
言
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会
　
長
　
織
田
　
昭
一
（
郡
　
町
）

委
　
員
　
江
守
　
恒
彦
（
旭
町
2
）

〃
　
　
大
谷
　
　
茂
（
沢
町
2
）

〃
　
　
佐
久
間
雪
子
（
旭
町
１
）

〃
　
　
竹
内
富
美
子
（
野
向
町
）

自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
興
味
あ

る
皆
さ
ん
へ
！

Ｗ
Ｒ
Ｏ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
オ
リ

ン
ピ
ア
ー
ド
）
を
ご
存
知
で
す
か
？

Ｗ
Ｒ
Ｏ
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界
に
広

が
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
、
仲
間
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

立
て
て
、
速
さ
や
正
確
さ
を
競
い
ま
す
。

今
秋
、
県
立
恐
竜
博
物
館
で
Ｗ
Ｒ
Ｏ
2
0

0
8
福
井
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
8
月
2
日
（
土
）
・
3
日
（
日
）

に
は
、
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
大
会
の
参
加
選
考

会
を
兼
ね
た
、
Ｗ
Ｒ
Ｏ
福
井
県
予
選
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
こ
の

大
会
に
参
加
し
て
、
自
分
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


